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「台湾の離島のようになれないか∵

…」。糸数健一 。沖縄県与那国町長

(71)の 言葉が耳から離れない。10月 に

日本最西端の与那国島で開かれた、国

内の「国境」地域自治体の関係者や研

究者で作る「境界地域研究ネットワ=
クJAPAN」 のセミナーで聞いたせり

ふだ。その真意を探り、島を歩いた。

与
那
国
町
は
、
与
那
国
島

（東
西

約
１２
∫
、
南
北
約
４
∫
）
だ
け
が
町

域
で
人
ロ
ー
６
９
９
人

《２
０
２
３

年
１２
月
現
在
）
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

一

映
画

「Ｄ■
コ
ト
ー
診
療
所
」
の
撮
影

地
な
ど
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
実
は

‐６
年
か
ら
陸
上
自
衛
隊
の
レ
ー
ダ
ー

部
隊
が
駐
屯
す
る
。
対
中
抑
止
力
強

化
だ
け
で
な
く
、
町
が
過
疎
化
対
策

で
誘
致
し
た
も
の
だ
Ю
今
後
ミ
サ
イ

ル
も
配
備
さ
れ
る
。
が
、
島
再
生
の

決
定
打
に
は
な

っ
て
い
な
い
。

１０
月
の
あ
る
日
、
朝
５
時
前
に
東

京
の
自
宅
を
出
て
飛
行
機
を
乗
り
継

ぎ
、
午
後
４
時
む
ろ
与
那
国
空
港
に

着
い
た
。
東
京
と
の
距
離
は
約
２
０

０
０
詳
で
、
県
都

・
那
覇
市
と
も
５

０
０
∫
区
上

（東
京
都
心
か
ら
徳
島

市
に
相
当
）
離
れ
て
い
る
。

一
番
近

い
市
、
石
垣
市

（石
垣
島
）
か
ら
も

１
２
７
伊
あ
る
。

空
港
か
ら
最
西
端
の
集
藩
、
久
部

良

へ
。
浜
辺
で
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
を

あ
お
る
。
台
湾
方
向
の
海
に
日
本
で

最
後
に
落
ち
る
夕
日
が
映
え
た
。

台
湾
ま
で
は
１
１
１
詳
し
か
な

い
。
国
内
の
最
果
て
だ
が
、
目
の
前

日 日 ▲
ロ ロ「

」

“

[

4

E
C

翼
フ
t

に
人
口
約
２
３
０
０
万
人
、
東
京
都

区
上
の
巨
大
経
済
圏
が
あ
る
の
だ
。

戦
前
は
、
本
当
に
「台
湾
の
離
島
」

だ

っ
た
や
進
学
や
就
職
、
時
に
東
い

物
先
す
ら
台
湾
で
、
１
次
産
品
を
輸

出
も
し
た
。
終
戦
後
は
台
湾
帰
属
を

考
え
た
有
力
者
も
い
た
。
朝
鮮
戦
争

開
戦

（１
９
５
０
年
）
ま
で
は
中
台

や
沖
縄
本
島
、
日
本
本
土
と
の

「密

貿
易
」
で
栄
え
、
人
口
約
１
万
２
０

０
０
人
を
数
え
た
。
表
退
は
ハ
国
境

が
閉
ざ
さ
れ
、
台
湾

へ
直
行
で
き
な

く
な
る
と
と
も
に
始
ま

っ
た
。

着
い
た
翌
日
、
バ
ス
で
島
内
を
回

っ
た
。
海
辺
は
断
塵
が
多
い
。

「日

本
最
西
端
の
碑
」
が
あ
る
断
崖
上
か

ら
気
象
条
件
の
よ
い
年
数
回
、
台
湾

を
望
め
る
。
島
の
反
対
側
は
、
約
９０

語
先
の

「隣
接
」
自
治
体
、
竹
富
町

の
西
表
島
が
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。

与
那
国
町
は
、

００
年
代
の

「平
成

の
大
合
併
」
で
、
異
に
八
重
山
列
島

を
構
成
す
る
竹
富
町
や
石
垣
市
と
合

併
を
検
討
し
た
が
、
結
局
、
自
立
を

選
ん
だ
。
台
湾
航
路
開
設
や
物
流
自

由
化
な
ど
の

「国
境
交
流
特
区
」
を

国
に
申
請
し
た
が
、
２
回
紳
下
。
町

は
自
衛
隊
誘
致
に
か
じ
を
切

っ
た
。

バ
ス
が
集
藩
に
入
る
。
島
内
三
つ

の
集
落
全
て
に
自
衛
隊
の
自
舎
が
あ

０
人
を
割

っ
て
い
た
人
口
は
０６
年
る

ろ
の
水
準
に
戻

っ
た
。
子
供
が
増
え

複
式
学
級
は
解
消
傾
向
。
地
域
行
事

も
自
衛
富
の
参
加
で
活
気
づ
く
。

駐
屯
地
の
町
有
地
黛
黛
料
で
学
校

給
食
は
無
償
化
さ
れ
、
税
収
も
増
え

た
。
る
み
焼
輝
施
設
も
で
き
た
。
町

民
１
人
当
た
り
所
得
は
、

１１
年
度
の

約
２
３
１
万
円
か
ら
県
内
２
位
の
約

３
５
８
万
円

（２‐
年
度
）
に
。

た
だ
し
、
自
衛
官
は
３
年
ほ
ど
で

異
動
だ
か
ら
島
の
自
治
を
継
続
的
に

は
担
え
な
い
。
自
衛
隊
関
係
者
は
町

民
の
２
割
と
も
い
う
。
町
の
人
口
は

男
性
が
９
５
９
人
と
女
性
よ
り
２
２

０
人
も
多
い
。
沖
縄
は
石
垣
島
や
宮

吉
島
も
自
衛
隊
配
備
で
揺
れ
る
が
、

ど
ち
ら
も
自
衛
官
は
人
口
の
１
笏
ほ

ど
で
存
在
感
は
か
な
り
違
う
。

セ
ミ
ナ
ト
終
了
後
に
取
材
し
た
田

塁
千
代
基
町
議
（６７
）
は

「ミ
サ
イ
ル

部
隊
が
来
た
ら
、
町
民
の
４
割
が
自

衛
隊
関
係
者
に
な
る
か
も
」
。
田
里

さ
ん
は
へ
今
も
自
衛
隊
反
対
を
公
言

す
る
数
少
な
い
町
民
で
あ
る
。

「多

く
の
人
は
自
衛
官
と
の
付
き
合

い

上
、
表
向
き
反
対
し
に
く
い
」

反
対
と
い
え
ば
こ
ん
な
話
も
。
駐

屯
地
開
設
前
、
誘
致
反
対
を
唱
え
て

い
た
元
町
議
の
小
嶺
博
泉
さ
ん
（５３
）

は
、
知
人
に
突
然
こ
う
言
わ
れ
た
。

「あ
ん
た
、
日
本
人
な
の
？
　
支
那

人
な
の
？
」
。
以
前
は
、
人
を

「支

那
人
」
な
ど
と
見
下
す
タ
イ
プ
で
は

な
か

っ
た
。
誘
致
と
関
連
し
て
か
、

本
土
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
ら
し
い

「右
派
」
的
な
思
考
の
伝
染
力
に
仰

天
し
た
。
な
お
、
今
回
私
が
話
し
た

自
衛
隊
関
係
者
は
、
本
土
の
「右
派
」

論
客
に
嫌
悪
感
を
示
し
た
が
。

島
内
に
自
衛
隊
反
対
の
看
板
な
ど

は
な
く
な

っ
て
も
、
生
活
の
不
便
さ

は
変
わ
ら
な
い
。
島
外
と
の
空
路
は

プ
ロ
ペ
ラ
機
が
主
に
石
垣
市

へ
１
日

５
往
復
だ
け
。
物
資
の
多
く
は
石
垣

市
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
運
ぶ
が
、
週
２

便
。
歯
科
治
療
は
飛
行
機
や
船
で
石

垣
市

へ
。
最
寄
リ
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
は
台
湾
東
岸
に
あ
る
ゃ

本
土
や
沖
縄
本
島
と
の
距
離
は
ハ

物
価
に
も
影
響
す
る
。
ガ
ソ
リ
ン
小

売
価
格
は
１
泌
あ
た
り
２
０
７
円

（県
調
べ
、
６
月
２４
日
現
在
）
と
東

京
よ
り
約
４０
円
も
高
い
０
小
嶺
さ
ん

は

「シ
ー
レ
ー
ン
を
守
ら
な
い
と
原

油
は
輸
入
で
き
な
い
ら
し
い
が
、
そ

の
防
衛
に
貢
献
す
る
島
で
こ
の
値
段

・…
と

。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物

は

「自
衛
隊
関
連
の
工
事
が
引
き
上

げ
た
こ
と
も
あ
９
、
那
覇
市
の
３
倍

近
い
」

（小
嶺
さ
ん
）
。

産
業
も
厳
し
い
。
観
光
客
数
は
年

間
約
４
万
人
。
八
重
山
全
体
は
約
１

５
０
万
人
（
コ
ロ
ナ
禍
前
）
な
の
に
「

ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ

ッ
ト
「海
底
遺
跡
」

や
日
本
在
来
馬
の
与
那
国
馬
、
琉
球

王
国
に
よ
る
侵
略

（１６
世
紀
）
前
か

ら
の
史
跡
な
ど
観
光
資
源
は
多

い

が
、
不
便
す
ぎ
る
。

耕
作
放
棄
地
も
目
立
つ
。
今
も
作

付
け
す
る
稲
作
震
家
は
１
軒
と
聞
い

た
。
複
数
の
町
民
が

「１
人
当
た
り

所
得
は
自
衛
宮
が
押
し
上
げ
た
だ

け
。
元
か
ら
の
住
民
は
土
建
業
者
メ

外
潤

っ
て
い
な
い
」
と
も
ら
し
た
。

島
の
安
全
保
障
上
の
役
割
を
強
調

魅
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
因
り

ま
す
」
。
本
土
の
気
を
ひ
く
た
め
と

お
ぼ
し
き

「極
右
」
的
発
言
も
目
立

つ
糸
数
町
長
だ
が
、
本
音
は
こ
ち
ら

だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
自
衛
隊
の

駐
屯
だ
け
で
島
が
発
展
す
る
の
は
、

お
そ
ら
く
不
可
能
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
（
台
湾
と
の
交
流
で

あ
る
。
近
年
、
直
行
チ
ャ
ー
タ
ー
便

な
ど
が
実
験
的
に
運
航
さ
れ
て
き

た
。
台
湾
か
ら
も
昨
夏
、
立
法
院
長

（国
会
議
長
）
ら
が
高
速
船
に
乗

っ

て
約
２
時
間
で
来
た
。
島
で
の
入
管

や
税
関
の
実
績
は
で
き
た
。
あ
と
は

定
期
運
航
可
能
な
船
や
事
業
者
を
用

意
し
、
国
の
特
区
指
定
な
ど
で
人
流
、

物
流
の
小
さ
く
と
も
ハ
プ
に
な
れ
た

ら
…
…
。

糸
数
町
長
は
、
セ
ミ
ナ
ー
で

「こ

の
島
の
先
に
あ
る
の
は
台
湾
と
い
う

民
主
的
な

『
国
』
。
だ
か
ら
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
」
と
も
語

っ
た
。
英

「
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
」
誌
発
表
の
民
主
主
義

指
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
台
湾
は
世
界

１０
位

（２３
年
、
日
本
は
１６
位
）
を
誇

る
。
立
法
院
の
女
性
比
率
は
約
４
割

で
、
少
数
民
族
の
議
席
が
あ

っ
た
り
、

同
性
婚
を
合
法
化
し
た
り
。
中
国
の

権
威
主
義
体
制
と
対
照
的
な

「リ
ベ

ラ
ル
」
さ
で
あ
る
。

台
湾
と
つ
な
が
れ
ば
、
そ
の

「自

由
と
繋
栄
」
に
加
え
て
「り
ベ
ラ
ル
」

な
社
会
文
化
を
も
事
受
で
き
る
。
つ

ま
り
、
島
の
風
通
し
に
魅
力
が
加
わ

る
。
そ
も
そ
も
、
小
嶺
さ
ん
が
医
前

間
い
た
よ
う
な
差
別
的

一
排
外
的
言

辞
は
、
日
米
台
が
軍
事
力
で
守
る
民

主
的
な
価
値
と
相
い
れ
な
い
。

０５
年
に
町
が
策
定
し
た

「与
那
国

。
自
立

へ
の
ビ
ジ

ョ
ン
」
は
、

「国

境
の
島
に
自
国
民
が
居
住

。
生
活
す

る
こ
と
は
、
国
土
を
保
全
し
、
か
つ
、

わ
が
国
の
領
土

。
領
海

・
経
済
水
域

等
を
平
和
的
に
苛
る
上
で
極
め
て
重

要
」
と
す
る
。
町
民
は

「国
境
の
島

守
」
。
だ
か
ら
こ
そ
、
町
の

「
〃
安

全

・
安
心
″
と

″
持
続
可
能
な
地
域

社
会
〃
」
に

「国
に
よ
る
制
度
的
措

置
が
強
く
求
め
ら
れ
る
」
。

な
お
、
明
治
初
期
の
日
本
政
府
は
、

与
那
国
島
な
ど
を

一
方
的
に
併
合

後
、
清

（中
国
）

へ
譲
り
渡
し
か
け

た
。
島
は
、
こ
の
歴
史
を
も
忘
れ
て

い
な
い
。

【鈴
木
英
生
、
写
真
も
】

テ レビ ドラマ・映画 「Dr.コ トー診療 所」 の セ ッ トと して建 て ら
れた建物 は内部見学 も でき る=い ずれも沖縄 県与那 国 町与那 国 で

細る産業 自衛隊誘致の限界

海辺 は断崖 や斜面 の多 い島 だが

こん な砂浜も ある

「台
湾

の
離
島
に
」は
夢
想
か

（）
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与那国島


